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コピーしてご利用ください

☎ （０８２）２５４－１８１８（代）責任医師／内視鏡内科 主任部長　渡邉 千之

令和　　年　　月　　日

医 師 名

紹介元医療機関

印

本 人

続柄（ 　）

（自署）

（自署）

わたくしは上記の説明を理解した上で「鎮静剤投与」を受けることに同意します。

　鎮静剤投与の実施にあたっては、最善を尽くすことを約束します。 万一、合併症が発生したときも最善の
処置をいたします。
　上記事項でご不明な点や質問がありましたら、遠慮なくお尋ねください。 鎮静内視鏡検査の合併症につい
て十分ご理解いただき、検査に同意いただければ、下記の同意書にご署名をお願いします。なお、同意を拒 
否することも、また、直前に同意を撤回することも可能です。

　鎮静剤の投与により合併症が起こることがあります。合併症には注射部の炎症および筋障害、静脈炎、
血圧低下、ショック、呼吸抑制、呼吸停止、肺炎などがあります。日本消化器内視鏡学会の報告では通
常の前処置に比し約7倍の合併症の危険性があると報告されています。
　日本消化器内視鏡学会の全国集計（2016 年）では合併症の発生頻度は 0.0013％（約 7 万 7 千人に
1人）、死亡率は0.00002％（約500万人に1人）でした。また、穿孔などの内視鏡検査の合併症が増
加することも報告されています。

合 併 症

検査当日は絶対に、車・バイク・自転車は運転しないで下さい !

　内視鏡検査時に患者さんのご希望により鎮静剤の投与を行います。鎮静剤を投与すれば検査時に少し眠い
ような状態となり内視鏡検査が楽に受けられます。ただし、全身麻酔のように完全に眠った状態になること
はありません。
　検査後の安全を確認するため検査後1時間程度、回復室（入院中の方は病室）で安静にしていただきます。
　鎮静剤の効果は人によって異なりますが半日ぐらい眠気やふらふら感が続くことがありますので、検査当
日は公共機関をご利用ください。

《内視鏡検査時に鎮静剤の投与を希望される患者さん》

同 意 書

鎮静剤投与に関する説明・同意書
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◎検査のあとで副作用と思われる症状や、何か異常が現れた時は県立広島病院へ連絡してください。
◎以上の説明内容は、ご家族の方にもお伝えください。 ☎ （０８２）２５４－１８１８（代）

説明日　令和　　年　　月　　日

検査予定日　令和　　年　　月　　日

医 師 名

看護師名

印

印

本 人

続柄（ 　）

（自署）

（自署）

わたくしは上記の説明を理解した上で「造影ＣＴ」を受けることに同意します。

　以前にヨード造影剤で副作用が出なかった方でも、副作用が出ないとも限りません。副作用が起こった場
合は、適切な対応を迅速にいたします。
　このような点をご理解いただき、十分に納得された上で造影ＣＴをお受けいただきますようお願いいたし
ます。なお、ご質問がある方は遠慮なさらずにお尋ねください。

　吐き気、嘔吐、じんま疹、かゆみ等が百人に数人の確率 (5～8％)で起こることがあります。

　呼吸困難 (息が苦しくなる)、血圧低下 (血圧が急に下がる)、ショック、意識喪失、心停止
 ( 心臓が止まる)が1万人に数人の確率 (0.04％)で起こることがあり、治療が必要です。

軽い副作用

重い副作用

これらの副作用は以前にヨード造影剤を使って副作用が起こったことがある人、気管支喘息、
心臓病を患っている人では、一般の人とくらべて多く起こることが知られています。
副作用の多くは検査の後、数時間の内に起こりますが、ごくまれに遅れて起こることがあります。
腎臓の働きが悪い患者さんでは、さらに悪くなることがあります。
まれに造影剤が血管外に漏れ出して、注射したところが腫れて痛むことがあります。

①

②
③
④

　あなたの病気を診断する為に、造影ＣＴ検査を予定しています。病気の状態を詳しく調べて治療方針をき
める為の大事な検査です。検査の時にヨード造影剤と云う薬を静脈に注射します。
　ＣＴ検査は造影剤を使わなくても行えますが、あなたの場合は、造影剤を使った方がより詳しく診断でき
ます。ヨード造影剤もまた、ほかの薬と同じように、まれに副作用を起こすことがあります。

同 意 書

造影ＣＴ検査説明・同意書


